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か
つ
ま
た
竜
大
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

公
立
小
・
中
学
校
校
庭
の
放

射
線
量
低
減
対
策
の
対
応
に
つ

い
て
、
学
校
ご
と
に
差
が
あ
る

と
い
う
保
護
者
の
声
が
あ
る
が

ど
う
か
。ま
た
校
庭
以
外
に
も
、

マ
イ
ク
ロ
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と

い
わ
れ
る
、
部
分
的
に
放
射
線

量
の
数
値
が
高
い
場
所
が
あ
る

と
思
う
が
、
市
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
く
の
か
。

小
中
学
校
校
庭
の
低
減
対
策
は

実
態
に
合
わ
せ
て
実
施 

指
導
し
て
い
く

放射能対策

答　

各
学
校
で
は
、
大
気
中
の

放
射
線
量
の
数
値
や
校
庭
の
状

況
な
ど
様
々
な
実
態
に
合
わ
せ

て
低
減
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
低
減
対
策
や
日
常
管
理
の

取
り
組
み
は
、
通
知
文
で
の
依

頼
や
校
長
会
等
を
通
じ
て
各
学

校
に
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、

部
分
的
に
数
値
が
高
い
場
所
に

つ
い
て
は
、
草
刈
り
、
土
砂
の

天
地
返
し
等
を
行
っ
て
い
く
。

堀
越　

優
議
員
（
公
明
党
）

　

通
夜
・
告
別
式
の
形
態
は
時

代
と
共
に
変
化
し
、
自
宅
で
葬

儀
を
行
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
な
っ
て
い
る
。
近
隣
市
で
は

友
引
日
に
も
斎
場
を
開
場
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
友
引

日
の
開
場
に
向
け
て
ど
の
よ
う

な
検
討
を
し
て
き
た
の
か
。

答　

近
隣
市
で
は
、
斎
場
を
友

友
引
日
の
開
場
は
で
き
な
い
か

式
場
の
貸
し
出
し
を
検
討
す
る

斎場の利用拡大

引
日
に
開
場
す
る
に
当
た
り
、

火
葬
業
務
は
行
わ
ず
、
式
場
の

貸
し
出
し
業
務
の
み
行
っ
て
い

る
。
本
市
で
も
、
課
題
で
あ
っ

た
清
掃
や
修
繕
等
の
作
業
時
間

を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
式
場
の

貸
し
出
し
は
可
能
と
考
え
る
。

今
後
、残
る
課
題
を
整
理
し
て
、

友
引
日
の
式
場
貸
し
出
し
に
向

け
、
関
係
部
署
、
関
係
業
者
等

と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

秋
本
の
り
子
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

現
在
、
市
川
市
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
東
日
本
大
震
災
で
の
避

難
所
運
営
等
を
教
訓
に
、
防
災

に
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
加

え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
、
人
材
登
録
台
帳
を
整
理
活

用
し
て
、
市
防
災
会
議
の
委
員

に
女
性
を
増
や
す
と
共
に
、
本

市
の
特
性
に
応
じ
た
防
災
に
関

人
材
登
録
台
帳
活
用
し
て
女
性
の
視
点
を

今
後
審
議
会
委
員
登
用
等
に
活
用
し
た
い

防災計画と男女共同参画

す
る
考
え
方
を
生
か
す
べ
き
と

考
え
る
。
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

現
在
、
人
材
登
録
台
帳
に

は
84
名
の
登
録
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
十
分
な
活
用
に
は

至
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
各

審
議
会
に
お
け
る
女
性
委
員
の

登
用
を
は
じ
め
、
き
め
細
か
な

対
応
等
に
向
け
、
活
用
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

か
い
づ　

勉
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

合
同
防
災
訓
練
が
本
市
で
実

施
さ
れ
た
。
過
去
最
大
級
の
犠

牲
者
、
約
10
万
５
千
人
が
出
た

関
東
大
震
災
で
は
火
災
に
よ
る

被
害
が
大
き
く
、
本
市
の
震
災

対
策
で
も
火
災
の
対
応
が
重
要

と
考
え
る
。
火
災
時
に
救
助
に

当
た
る
消
防
職
員
や
消
防
団
員

用
の
非
常
食
と
し
て
水
、
食
料

は
備
蓄
さ
れ
て
い
る
の
か
。

災
害
対
応
職
員
用
の
備
蓄
は
あ
る
か

適
正
量
を
備
蓄
し
て
い
く

災害対応用の備蓄

答　

消
防
職
員
は
各
自
食
料
を

保
管
す
る
よ
う
心
が
け
て
お
り
、

消
防
団
員
に
も
食
糧
や
水
を
常

時
確
保
し
て
お
く
よ
う
に
協
力

を
依
頼
し
て
い
る
。
消
防
局
と

し
て
の
備
蓄
は
現
在
し
て
い
な

い
。
市
職
員
の
食
料
や
水
を
確

保
す
る
必
要
性
は
認
識
し
て
お

り
、
今
後
、
迅
速
・
的
確
な
災

害
応
急
対
策
の
た
め
、
適
正
量

の
備
蓄
を
行
っ
て
い
く
。
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フランス　イッシー・レ・ムリノー市
パートナーシティ締結に調印　議員を派遣

　平成24年６
月定例会での
議決を受け、市
川市公式代表
団が、フラン
ス（イル・ド・
フランス州）に
あるイッシー・
レ・ムリノー市を訪問し、両市
の代表はパートナーシティ締
結の盟約書に署名しました。議
会からは、平成24年10月21日から26日までの６日間、松葉雅浩
副議長、竹内清海議員、佐藤義一議員、金子正議員、かいづ勉議
員の５名を代表として派遣しました。
　イッシー・レ・ムリノー市は、パリ市の南西部に隣接する人口
約65,000人の都市です。電子自治体政策に積極的に取り組んでお
り、ＩＣＴ（情報通信技術）による様々な行政サービスを行って
います。市内には多くの情報通信関連企業が立地し、スマートシ
ティの取り組みも行われています。また、本市を含む12の海外都
市と交流しています。

浅
野
さ
ち
議
員
（
公
明
党
）

　

振
り
込
め
詐
欺
が
増
加
し
て

お
り
、
そ
の
手
口
も
悪
質
か
つ

巧
妙
化
し
て
い
る
が
、
市
は
今

ま
で
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ

て
い
る
か
。
ま
た
、
高
齢
者
だ

け
で
は
な
く
、
市
民
へ
の
更
な

る
啓
発
に
よ
り
被
害
者
を
守
っ

て
い
く
と
い
う
意
識
改
革
が
大

事
だ
と
考
え
る
が
、
今
後
、
市

民
へ
の
啓
発
を
含
め
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

答　

現
在
、
後
期
高
齢
者
の
保

険
証
を
発
送
す
る
際
に
「
振
り

込
め
詐
欺
に
注
意
」
と
標
語
が

書
か
れ
た
電
話
機
用
の
啓
発
ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
を
同
封
し
て
い
る
。

今
後
は
市
内
在
住
の
親
子
漫
才

コ
ン
ビ
を
起
用
し
て
作
製
し
た

被
害
防
止
の
啓
発
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

無
料
貸
し
出
し
を
行
う
等
、
詐

欺
被
害
の
防
止
に
努
め
て
い
く
。

振り込め詐欺対策
今 後 の 防 止 対 策 は

啓発用ＤＶＤを作製 無料で貸し出す

防 犯 ・ 防 災

建設経済委員会

【日　程】
平成24年７月２日～４日

【視察地及び項目】
浦添市
　花と緑のまちづくり推進事業について
名護市
　アピール下水道事業について
那覇市
　「那覇市ＩＴ創造館」を中心とした企業誘致及び人材育成について

浦　添　市

【主な視察内容】
　浦添市では、地域住民と関係団体の積極的
な参画を促進する「美らまちサポーター」制
度や緑化目的の花木・資材配布等の事業内容
と市の経費負担等の課題について、名護市で
は、下水処理場からの高度処理水を公園に放

流、さらに河川の再生へとつなげることによ
る下水道事業の理解促進について、那覇市で
は、情報通信産業の集積と起業支援、また市
民のＩＴ知識や技術の向上を図る共同利用型
インキュベート施設の運営状況を視察した。

　

東
京
外
郭
環
状
道
路
特
別
委

員
会
を
平
成
24
年
７
月
23
日
に

開
催
し
、
国
等
の
事
業
者
を
招

き
、
外
環
道
路
に
関
す
る
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
６
月
末
現
在
の
用

地
取
得
率
（
市
川
市
内
約
99
％
）

な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
各

委
員
か
ら
、
工
事
に
伴
う
騒
音
・

振
動
等
の
影
響
や
対
策
を
は
じ

め
、
外
環
道
路
に
接
続
す
る
関

連
道
路
の
整
備
計
画
、
地
域
分

断
対
策
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

　

工
事
に
伴
う
影
響
と
対
策
に

つ
い
て
は
、
一
部
工
事
箇
所
の

周
辺
住
民
か
ら
意
見
や
相
談
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
低
騒
音
・
低

振
動
型
の
重
機
の
使
用
、
工
事

用
車
両
の
低
速
走
行
の
徹
底
な

ど
の
対
策
を
図
り
、
極
力
影
響

が
な
い
よ
う
工
事
を
進
め
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
関
連
道
路
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
市
と
連
携

し
早
期
に
着
手
で
き
る
と
こ
ろ

は
事
業
を
進
め
て
い
く
、
ま
た
、

地
域
分
断
対
策
に
つ
い
て
は
、

要
望
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
る

が
、
工
事
説
明
会
な
ど
に
お
い

て
、
具
体
的
に
わ
か
り
や
す
い

資
料
に
よ
り
説
明
し
て
い
き
た

い
等
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
外
郭
環
状
道
路
特
別
委
員
会

国
な
ど
か
ら
の
説
明
に
対
し
各
委
員
が
質
疑

特 別 委 員 会

常 任 委 員 会 の 視 察

放射線対策斎 場


